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玉
永
寺
報
恩
講
・
法
要
厳
修 

 

10
月
11
日
、
12
日
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
報
恩
講
、
門

信
徒
物
故
者
追
弔
法
要
、
光
寿
院
釋
尼
瑠
璃
三
十
三

回
忌
法
要
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
方
々
が
参
詣
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

写
真
は
12
日
の
三
島
多
聞
先
生
の
法
話
の
様
子
で

す
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
分
か
り
や
す
い
お
話
で
あ
っ
た

と
、
大
変
好
評
で
し
た
。 

今
回
は
事
前
に
参
加
者
人
数
を
把
握
す
る
な
ど
、

世
話
方
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
お
斎
の
準
備
等
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
聖
人
は
御
同
朋
・
御
同
行
と
こ
そ
、
か
し
づ
き

て
仰
せ
ら
れ
け
り
。」
と
御
文
に
あ
り
ま
す
。
親
鸞
聖

人
が
、
ご
門
徒
と
共
に
歩
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
事
業
を

通
し
て
、
皆
様
の
お
力
で
玉
永
寺
が
活
動
で
き
る
の

だ
と
、
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

改
め
て
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ぜひ家族のみなさまでお読みください 
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門
徒
総
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一

 

受付 様子 す 役係 方々 打

わせ 含め 長い時間 割い い

お世話 し  

神保勝さ 西村 子さ お花

寄付し く さ 前住職 荘厳し

し  

法要 舟橋村等通寺住職 表白 読

い し  

11 日 安田正楽寺住職 よ  

法話 様子 す  
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2015年（平成 27年）年回表 

１周忌 2014年（平成 26年） 

３回忌 2013年（平成 25年） 

７回忌 2009年（平成 21年） 

13回忌 2003年（平成 15年） 

17回忌 1999年（平成 11年） 

23回忌 1993年（平成５年） 

27回忌 1989年（平成元年） 

33回忌 1983年（昭和 58年） 

50回忌 1966年（昭和 41年） 

玉
永
寺
行
事
予
定
（
２
０
１
５
年
前
半
） 

 

１
月
１
・
２
日 

初
参
り 

２
月
28
日
・
３
月
28
日 

お
講 

３
月
28
日 

玉
永
寺
同
朋
の
会 

（
以
後
、
毎
月
第
４
土
曜
日
） 

５
月
23
・
24
日 

玉
永
寺
祠
堂
経
法
要 

８
月
15
・
16
日 

暁
天
講
座 

 

  

編
集
後
記 

○
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
８
月
の
暁

天
講
座
は
黒
部
の
渕
上
知
明
さ
ん
、
上
市
の

柴
田
秀
昭
さ
ん
と
い
う
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン

の
組
み
合
わ
せ
で
し
た
。
参
詣
者
も
多
く
充

実
し
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
随
分
と
前
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
、
凍
え
な
が
ら
通

信
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

○
６
月
か
ら
第
11
組
副
組
長
と
い
う
役
職

を
引
き
受
け
ま
し
た
。
近
隣
寺
院
と
の
共
同

教
化
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
推

進
員
養
成
講
座
と
い
う
事
業
が
こ
れ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
地
域
を
あ
げ
て
共
に
お
念
仏

を
大
切
に
す
る
方
を
見
出
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
様
に
も
参
加

を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

○
昨
年
は
通
常
の
法
務
に
加
え
、
組
の
事
業

と
法
要
の
準
備
に
追
わ
れ
て
大
変
忙
し
い

年
で
し
た
。
今
年
は
も
う
少
し
じ
っ
く
り
と

物
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 合

掌 

母が育てた菊です 


